
 

  



1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「ゼロカーボンシティはんだ 

ビジョン」とは？ 

近年、地球温暖化や気候変動が及

ぼす影響が世界中で顕在化しており、

将来的に気候変動を原因としたさまざま

なリスクも懸念され、着実な対策が必要

です。 

地球温暖化を緩和させるべく、2050

年ゼロカーボンシティの実現に向け、本

市が目指すゼロカーボンシティの姿と、そ

こに至る道筋、取り組み方針を示す「ゼ

ロカーボンシティはんだビジョン」を策定し

ます。 

省エネルギーの徹底と再生可能エネ

ルギーの最大限の活用による気候変動

対策を加速させ、ゼロカーボンに向けた

市内機運の醸成とともに、全市一体の

実行力をもって具体的な取り組みを実

践していきます。 

 

ゼロカーボンシティはんだビジョン 

Ⅰ ビジョン編 

市民や事業者のみなさまと2050年

の将来のビジョンを共有し、具体的な

取り組みを実践していくための内容をわ

かりやすく記載 

Ⅱ シナリオ編 

将来ビジョンをもとに、バックキャスティ

ングの考え方のもと、二酸化炭素排出

量ゼロに必要な技術・施策・行動変容

などの条件を、数値的に明らかにしてい

ます 

基本理念 

貴重な資源を賢く使い、 

半田の魅力と快適な 
 

 

2050 年の将来ビジョン 

シーン別のありたい姿 

美味しく 
新鮮な食を 
届け続ける 
農業 

営農型の太陽光発電に取り組んでいる 

ハウス栽培に、太陽光や地熱など再生可能エネルギーが活用されて
いる 

市内のバイオマス資源のエネルギー活用が進んでいる 

AI や ICT、ロボット技術を活用した農作業の効率化が進んでいる 

市内で生産された新鮮な農畜産物が市内で消費され、輸送におけ
る環境負荷が少なくなっている 

誰でも 
使いやすい 
交通ネットワーク 

乗りたいときに乗れて、乗り換えもス
ムーズなモビリティも含めた公共交通
ネットワークが利用できる 

コミュニティバスは EV/PHEV/FCV
化され、クリーンに走っている 

再エネ電力を用いた EV や FCV な
どで、自動運転技術も活用しなが
ら、ゼロカーボン・ドライブをしている
（市内の全ての乗用車、8 割の貨
物車が EV/PHEV/FCV） 

車載用蓄電池は災害時には非常
用電源として活用できるよう備えられ
ている 

EV カーシェアリングで、観光や買い
物に気軽に行ける 

MaaS で快適な移動を楽しめる 
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美味しい食と自然環境 

ゼロカーボンな暮らし 

ブランド化 
を目指す 

半田の魅力と快適な暮らしを醸成する 

水が手に入りにくい

地形 

自然の力を活かす

発酵技術 
農・畜産関連の

地域内循環 

    
自然の 

エネルギー 

を活かす 

貴重な資源

を賢く 

使う 

自然のエネルギーを活かして、 

暮らしを醸成する 

 

 

快適な 
住まいと 
暮らし 

全ての建物の屋根に太陽光発電設備があり、自家
発電自家消費が進んでいる 

省エネ家電や高効率照明を使った生活をしている 

断熱化により、体への負担が少なく、冷暖房に頼ら
なくていい住宅に住み、快適なライフスタイルを楽しん
でいる 
（建物の５割は ZEH・ZEB 基準に） 

全ての家庭でエネルギー消費量の見える化による、
自律的な環境行動をとっている 

環境に配慮された製品（服や家具など）を利用し
た生活をしている 

食品残渣をコンポストでたい肥化して家庭菜園で野
菜を収穫している 

魅力的で 
にぎわいのある 
半田のまちなか 

中心部には、ZEB 化されて新しい設備と快適な空間を備
えた魅力的な店舗があり、活気がある 

運河や蔵など風情あるまちなみに人が集まり、中心部のまち
なみとあわせて、半田のまちの魅力・ブランドになっている 

一帯の建物が ZEH・ZEB 化され、都市空間の設備でもス
マートライティング（ゼロカーボン街路灯）などが導入され、
省エネと快適性が暮らしの中で同時に実現されている 

市内で利用される電力の 100％が再エネ由来になっている 

飲食店で、半田のゼロカーボンによる農畜産物を美味しく
料理して提供している 

スマートで 
高効率な 
工場（産業） 

工場などの屋根等に太陽光発電設備があり、自家発電自家
消費が進んでいる 

再エネ由来水素や合成燃料など燃料のカーボンニュートラル
化、熱の有効利用が進んでいる 

高効率な機器が導入されているとともに、AI や ICT、ロボット技
術を活用したプロセスの効率化が進んでいる 
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取り組み 

 

１ 自然の力を活かしてエネルギーを創り出す 

・再エネ発電設備の最大限の設置拡大 

・発電のメリットを強化する仕組みづくり 

２ 貴重なエネルギーを賢く使う 

・住宅、業務施設の省エネ・高効率化 

・産業部門におけるエネルギーの高効率化と燃料転換 

・EV/PHEV/FCV の導入と普及・定着 

３ エネルギーを地域内でめぐらせる 

・農や食を通じたエネルギー・資源の地域内循環 

・再生可能エネルギーの地産地消 

４ 自然やまちの魅力を高める 

・高齢社会を見据えた移動しやすさの維持向上 

・公園やまちなか等での緑豊かな空間の創出 

５ 市民、事業者とともに醸成していく 

・エネルギーや環境問題について基礎知識を身に着ける機会の提供 

・持続可能な協働体のマネジメント 

 

 

  

 シナリオ編のポイント 

国の脱炭素政策にあわせて、本市の削減対策を進めることを前提とする 

1. エネルギー消費量は、2018 年度から 

市域全体で ・・・・ 2030 年に 19％削減 2050 年に 40％削減 に向かう 

家庭やオフィスで・・ 2030 年に 30％削減 2050 年に 50％削減 に向かう 

工場で ・・・・・ 2030 年に 13％削減 2050 年に 32％削減 に向かう 

2. 電力の再エネ比率は、 

市域全体で・・・・ 2030 年に 40％、2050 年には 100％ に向かう 

電化促進や新たなカーボンニュートラル燃料などの利用、熱の有効利用、新たな技術開発によるゼロカーボン対策の加速などを想定する 

 

➡ これにより、 

2030 年の CO２排出量を 

2013 年度比で約 45％削減、 

2050 年に実質ゼロを目指します。 
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2030 年に向けた重点取り組み 

 
１ 公共施設等における率先した再生可能 

エネルギーの導入 

●公共施設等における太陽光発電の 

導入推進 

●公共施設の ZEB 化推進 

 

 

 

 

 

 

２ ゼロカーボンを強みとする半田ブランドの創出 

●ゼロカーボン促進エリアの展開 

―本市の土地利用特性や面的な整備・開発の機会

を捉え、地域ごとの特性を活かしたモデル地域として

「ゼロカーボン促進エリア」の創出を図り、ゼロカーボ

ンシティにふさわしい地域としてのブランディングに取り

組みます。「ゼロカーボン促進エリア」について、国の

脱炭素先行地域としての位置付けを検討します。 

●農・食循環によるブランド化の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：環境省 

「ZEB PORTAL 

（ゼブ・ポータル）」 

３ 再生可能エネルギーの地産地消スキームの

構築 

●エネルギーの地産地消スキームの構築 

●EV/PHEV/FCV の積極的導入と 

地域の再生可能エネルギーの活用 

 

 

 

 

 

 

 

４ みんなで進めるゼロカーボンの地域づくり 

●市民・事業者の取り組み機運の醸成 

―本ビジョンへの賛同事業者の募集、「ゼロカーボン

企業」として意欲的な企業を表彰する制度、市

民への COOL CHOICE 運動の普及啓発やごみ

の減量化・リサイクルの推進など 

●地域事業者などと共に進めるゼロカーボン 

住宅・建築物 

―市ホームページなどでの ZEH・ZEB の施工事例の

紹介、地域の工務店などを対象とした技術セミナ

ーの開催、優良 ZEH 住宅建設業者の指定など 

●ごみの減量化・リサイクルの推進 

●広域連携によるゼロカーボンの地域づくり 

 

 

 

出典：環境省「Let's ゼロドラ！！（ゼロカーボン・ドライブ）」 

西部丘陵地（松堀町周辺） 

ＪR 半田駅周辺の土地区画整理事業 工業ゾーン 

工業団地造成 
（石塚地区：令和 9 年度(予定)） 

ZEH のイメージ 

ZEH 住宅 断熱窓への交換 

出典：環境省「戸建住宅ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）

化等支援事業 

（経済産業省・国土交通省連携事業）」「集合住宅の省 CO2 化
促進事業（経済産業省連携事業）」 

想定されるゼロカーボン促進エリア候補地の位置 
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ロードマップ 
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今すぐ取り組みたい！シーン別の取り組みイメージ 

今ある技術で、できることからすぐにでも取り組んでいただきたいアクションを中心に集めました。取り組

めるものからチャレンジしていきましょう。 

住まいや暮らしの中で取り組むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

移動において取り組むこと 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ■エネルギーの節約で 

〇身近な省エネ行動で節電する 

〇宅配サービスをできるだけ一回で受け取る 

〇水を大切に使う 

〇省エネ家電製品を使う 

〇エネルギー消費量を見える化する 

 ■食事で 

〇食事を食べ残さない 

〇食べきれる量を買う、保存を工夫して、食べら
れるものを捨てない 

〇地元の食材を選択する 

〇コンポストや生ごみ処理機を活用する 

 ■買い物で 

〇環境配慮マークの付いた商品や、CO₂排出
量を見える化している商品などの、脱炭素型
の製品・サービスを選択する 

〇RE100・TCFD・SBT など脱炭素経営に取り
組む企業などを、ESG 投資で応援する 

 ■ファッションで 

〇気候に合わせて快適に過ごせる服装を選ぶ
（クールビズ・ウォームビズ） 

〇長く着られる服をじっくり選ぶ 

〇リサイクルショップ、古着の活用 

 ■住まいで 

〇再エネ電気に切り替える 

〇太陽光パネルを設置して自家発電する 

〇断熱・省エネリフォームして快適に過ごす 

〇暮らしに木を取り入れる 

〇リモート勤務など働き方を選択する 

 ■３R-リデュース、リユース、リサイクル 

〇マイバッグ、マイボトル等を使う 

〇修理や補修をして、ものを長く使う 

〇使わなくなったものは、フリーマーケットで売る 

〇ごみを減らす、ごみの分別処理をする 

〇シェアリングやサブスクリプションを利用する 

 〇出かける際は、徒歩や自転車で 

〇なるべく公共交通機関で移動する 

〇EV のシェアリングを利用する 

〇電気自動車（EV）に買い替え、再エネ電力でゼロカーボン・ドライブにチャレンジ 

タイミングに 

あわせて 

タイミングに 

あわせて 

タイミングに 

あわせて 

家電製品の買い換えでどれだけ省エネ？ 

●冷蔵庫 今どきの冷蔵庫は？   ➡10 年前と比べると約 40〜47%の省エネ 

●照明器具 電球形 LED ランプは？  ➡一般電球と比べると約 86%の省エネ 

●テレビ     今どきのテレビは？   ➡9 年前と比べると約 42%の省エネ 

●エアコン   今どきの省エネタイプのエアコンは？ ➡10 年前と比べると約 17%の省エネ 


